
令和2年2月1日　北海道医報　第1217号 18

はなく、看護師や診療放射線技師、薬剤師がチーム

で診療する。女性会員の交流目的のなでしこの会は

2011年に発足した。また、核医学診療に関与するあ

らゆる女性が参加する女性核医学診療従事者の会

（WISNMMI）があり、医療関係者のみでなく企業

の女性も参加して、日本核医学会なでしこの会と交

流している。

　なでしこの会での全国実態調査では、核医学診療

に従事する女性の現状は、女性上司が多く、セクハ

ラが少なく、上手に育休を取得して子どもの人数が

多い人の割合が高く、働く環境は整備されていた。

育休の取得がキャリアの妨げにならないと女性自ら

が思うことができる環境整備と、介護担当者予備軍

への先輩からのアドバイスや交流のための環境整備

が課題であり、核医学診療のさらなる発展と核医学

検査・治療を受ける患者のために今後も貢献してい

きたいと結ばれた。

『川崎市における医師会と行政の連携による病児保

育施設の開設と運営』

神奈川県医師会　片岡　正

（川崎市医師会副会長）

　川崎市における医師会と行政の連携による病児保

育施設の開設と運営について報告があった。最初、

医師会役員が交代で診察するテストケースとして、

多摩区において1996年に市医師会の保育園部会長の

医師が自分の施設に併設して事業を開始、その後医

師会の委託事業として運営。平成30年４月から運営

形態を変更し、新設保育園を運営する社会福祉法人

を設立して、病児・病後児保育施設は、地域医療介

護総合確保基金（医療分）を活用して開設している。

現在は、４ヵ所の病児保育所、３ヵ所の病後児保育

所を有している。

　病児保育施設の問題点としては、女性医師の働き

方に対応した受け入れができていないこと、前日は

キャンセル待ちがあっても、当日は定員に満たない

ことがあること、キャンセルを見越した予約システ

ムが望まれることを挙げられた。

『山口県医師会の試み』

山口県医師会　今村　孝子

（山口県医師会副会長）

　平成21年９月から設置している「山口県医師会保

育サポーターバンク」について、相談者が男性や開

業医が増加し希望するサポート内容に変化が出てき

ており、サポーターの高齢化などもあり医師のニー

ズに合った支援と事業継続に向けた改善策を模索中

であると報告があった。保育サポートバンクは、事

業開始から10年が経過し、希望するサポート内容は、

保育支援より家事や送迎などの支援が増えている。

仕事を有する保育サポーターも増加し、医師のニー

ズに合っているかが悩みである。サポーターも高齢

化しており、車での送迎や突発時の対応が困難とな

っている。しかしながら、地域医療の維持・充実に

は医師確保が必須であり、医師が安心して働くため

の支援は必要である。

　また、女子医学生インターンシップ事業について

は、学生の満足度の高い事業であり、今後も継続し

たいと報告があった。

　その後、女性医師支援、女性研究者の支援、再研

修支援施設の登録、働き方改革など幅広く、質疑応

答があり、最後に参議院議員・自見はなこ厚生労働

大臣政務官から、最近の議員活動報告を交えて、小

児科医師として女性医師のキャリアアップの問題な

どの総括があった。


